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2. 設定ソフトで「長押し３回の機能」または「長押し４回の機能」を「７：画面左下端にジャンプ」に設定し

ます。（追加した機能のため表示と実際の機能が異なります） 

3. スイッチを「－－－」（長押し３回）または「－－－－」（長押し４回）と押すと、スクロール

ボタンが押されたままの状態（ドラッグ）となり、アプリケーションソフトが対応      

していれば、カーソルが右図のように変わります。 

4. ３の状態からカーソルを上に動かすと、画面が上へスクロールします。 

5. ３の状態からカーソルを下に動かすと、画面が下へスクロールします。 

6. スクロール操作は、長押し１回（クリック）またはスクロール（カーソル移動）停止で終了します。 

 

3. 節電 

⚫ スイッチ操作を行わないで一定時間経過すると、節電状態になります。 

⚫ 別の方法として、操作スイッチを「－－・－－・」（長長短長長短）と押すと節電状態になります。 

⚫ 節電状態では PC／スマートホンとの接続が切れ、ごくわずかな電力消費になります。 

⚫ 節電状態でスイッチ操作を行うと通常状態に復帰します。 

⚫ PC で使用する場合、ワンキー・マウスが節電状態になり、PC もスリープ状態になると、スイッチ  

操作で復帰できなくなることがあります。その場合は節電を使用しないでください。 

一部のスマートホンでは、同じ理由で節電を使用できない場合があります。 

⚫ 節電までの時間は以下の方法で設定できます。 

1. 操作スイッチを「－－－－・・・・」（長長長長短短短短）と押してください。 

ブザーが一定間隔で繰り返し鳴ります。 

2. 操作スイッチを「－－－－・・－－」（長長長長短短長長）と押してください。 

設定値が＋１され、新しい設定値の数だけ（１から４回）ちがう音でブザーが鳴ります。 

ブザー 節電までの時間 

１回 節電なし 

２回 ３０秒 

３回 ３分 

４回 １０分 

3. 設定値をさらに変えたい場合は、（２）を繰り返してください。 

4. ブザー４回の次は１回（節電なし）に戻ります。 

5. 操作スイッチを短く１回押すと、新しい設定で通常状態に戻ります。 

 

4. 接続先切り換え 

⚫ スマートホンモード、セーフティモードへの切り換えをおこないます。（セーフティモードは次項参照） 

1. スマートホンモードは、ホームボタンなどのボタンが画面の外にあってマウスで操作できない端末

でも、ボタン操作を行うことができるようにしたものです。ホームボタンが画面内にある端末や画面

外にあってもマウスで操作できる端末には PCモードが適しています。 

PC モード Android モードともに、ホームボタンは「－－－・－」でも操作できます。また、スワイプ、

拡大/縮小、ケータイ打ちは PCモードでも使用可能です。（PCが反応しない操作もあります） 
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2. スマートホンモード時のボタン操作 

 「－－」 「－－－」 「－－－－」 

PCモード ダブルクリック*1 右クリック*1 スクロールボタン*1 

Androidモード２／３ 「ホーム」ボタン*２ 「戻る」ボタン 「メニュー」ボタン*２*３ 
 *1出荷時の設定  *２Androidモード２と３で出力信号が異なります  

 *３Androidのバージョンにより動作しない場合があります（メニューボタン自体が無いなど） 

⚫ 設定方法 

3. スイッチを長4回短4回「－－－－・・・・」と続けて押すと、現在の設定内容によりブザーが1回から 

4回鳴ります。 

4. この時点では接続先は切りかわりません。 

5. ブザーは約2秒間隔で約20秒間繰り返し鳴ります。 

6. スイッチを操作せず約20秒経過すると、通常状態に戻ります。 

7. ブザーが繰り返し鳴っている間に、スイッチを短く1回押すと、通常状態に戻ります。 

8. ブザーが繰り返し鳴っている間に、スイッチを長4回短4回「－－－－・・・・」と続けて押すと、接続先

設定が順に切りかわり、ブザーの鳴る回数も変わって３の状態になります。 

9. 接続先の設定は電源を切っても保持され、次回も同じ設定で起動します。 

10. 接続先設定とブザー回数の対応は表の通りです。 

ブザー回数 接続先設定 備考 

１ ＰＣ 出荷時設定 

２ ＰＣ（セーフティモード） 設定変更許可／禁止 

３ スマートホン（Androidモード２）  

４ スマートホン（Androidモード３）  

 

5. セーフティモード（設定変更許可／禁止） 

⚫ カーソルスピードなどの設定変更ができないようにしたモードです。操作スイッチの誤操作で設定が 

意図せず変わるのを防ぐことができます。 

1. 接続先切り換え操作でセーフティモード（ブザー2回）に設定すると、セーフティモードとなります。 

（操作方法は「4.接続先切り換え」参照） 

2. セーフティモードでは、以下の操作が無効となります。 

項   目 内  容 

第２の設定へ切り換え 常に第１の設定で動作 

設定ソフト起動 無効 

スピード アップ／ダウン 
許可時の設定内容で動作 

 

 

許可時の設定内容で動作 

低速移動スピード アップ／ダウン 

低速移動時間 短く／長く 

加速時間 短く／長く 

Mac／Win切り換え 

左長押し、コピー、ペースト、ホーム 無効 

3. カーソルスピードなどの設定を変えたいときは、接続先切り換え操作を行って一旦ＰＣモードに戻

し、設定変更後に再び接続先切り換え操作を行ってセーフティモードにしてください。 

4. セーフティモードからスマートホンモードへの切り換えは、一旦ＰＣモードに切り換えて切り換え操作

を終了し、再度切り換え操作を行ってください。（セーフティモードからはＰＣモードにのみ移行可能） 

 


